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Dimension（EQ-5D）および the Quality of Life Questionnaire for Cancer Patients Treated with 
Anticancer Drugs（QOL-ACD）の 2種類の QOLを基盤とした臨床研究を行った。 
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調整生存年（Quality Adjusted Life years : QALY）を用いた費用効用分析において医
療経済的に優れた介入であること、を明らかにし、薬剤師による薬学的介入の意義を
明確に実証した。よって、本研究は、病院薬剤師が薬物治療に貢献する意義を医療経
済学的に立証した極めて貴重な研究であると言え、今後の薬剤師業務の発展に大きく
寄与することが期待されます。 
以上より、これからの病院薬剤師業務の質の向上に貢献する可能性の高い本研究論文
を博士（薬学）の論文として価値あるものと認めます。 
